
バリュエーション講座
専門トレーニングのご紹介



専門家によるオンライントレーニング

私たちは、講師ではなくアドバイザリー業務を提供している実務家集団です。
教科書的な知識や方程式を暗記するのではなく、企業価値評価の現場で用いられている考え方について
「なぜそう考えるのか」をしっかりと理解できるよう、基礎から平易な言葉で丁寧に解説します。



コーポレートファイナンスの不十分な理解

日本では欧米と比べて金融教育が著しく遅れて
いると言われており、ファイナンスの本質を理
解しないまま日々の業務を遂行せざるを得ない
場面が多くなっています。

• バリュエーションで計算される「価値」の本
質的な定義とは何か

• なぜ DCF においては FCF を WACC で割り引く
必要があるのか

このような本質的な問いに答えられない状態を
回避するためにも、基礎から実務手順に至るま
での過程をトピック別に丁寧なトレーニングを
通して習得していただきます。

企業価値評価に必要なトピック別の講義に加え
て、ケースを用いて実際のバリュエーション金
額を算出するまでの手順も解説しています。



講義内容例

バリュエーション講座

• バリュエーション - 企業価値評価 - とは何か、その様々な用途とは
• バリュエーションで計算される「価値」の本質的な定義とは
• 3 つのバリュエーション手法および企業価値計算の考え方
• 「株」とは何か、また株価と企業価値の関係式とは
• 「株式市場」とは何か、また上場することのメリット・デメリットとは
• フローキャッシュフロー (FCF) の厳密な定義は
• なぜ DCF ではフリーキャッシュフロー (FCF) を割り引くのか
• WACC の本質的な意味、およびタックスシールドとの関係
• ミニケースを用いた株主資本コストの手動計算手順
• ターミナルバリュー (TV) の計算が必要な理由、および計算の前提とは
• 財務モデルとは、また財務モデル構築において重要な考え方とは
• バリュエーションの DCF 実務における必要情報一覧
• Excel を用いてバリュエーションモデルを作成するための実務手順
• モデル内の数式や条件分岐が複雑にならないためのテクニックとは
• SPEEDA を用いたマルチプルファクターの取得実務手順



ファイナンス基礎理論
株式会社の仕組みから、
アンレバードβの数式変
形まで、ファイナンス諸
学者に必要なトピックを
選別し習得します。

バリュエーション手法
企業価値評価の手法一覧
から、各種理論の考え方
まで「なぜ」に焦点を当
てた平易な言葉で丁寧に
解説します。

Excel モデル構築
ケースを題材にファイナ
ンスの理論とバリュエー
ションの手法を駆使して、
Excel 上での実際の企業価
値評価手順を指導します。

データ取得
企業価値評価に必要な
データの一覧から、Web
サイトや SPEEDA を用い
たファイナンスデータの
取得手順を解説します。

トレーニング内容例



ケーススタディ (抜粋)

*上記は一部抜粋であり、実際のケースは A4 で 6 ページ程の分量となっています



バリュエーションモデル (抜粋)

*上記は一部抜粋であり、実際のモデルは Excel で 7 シート以上の分量となっています



指導者プロフィール

川井文哉
東京モデリングアソシエイツ株式会社 代表取締役

外資系コンサルティングファームにてモデリング専門チームの初期メンバーとし
て関与し、主にプロジェクトファイナンスを用いた大規模投資に関するモデリン
グに従事。主な業種実績としては、石油・LNG (上流/下流) 、太陽光発電、航空
機リース、発電所 (石炭火力/バイオマス) 、素材 (ガラス)、不動産など。案件種
別としては、投資、経営モニタリング、ポートフォリオ管理、ファイナンシング
支援など。コンサルティングファームや金融機関へのトレーニング等も行う。

CFA 協会認定証券アナリスト
財務モデリング世界大会 (ModelOff) : 2019 世界ランク46位
Carnegie Mellon University, Tepper School of Business 卒

一橋大学商学部卒



バリュエーション講座研修費用
(個人様向け)

通年ビデオ受講生 88,000円*/ 1名 / 6カ月間

バリュエーション –企業価値評価 –に必要となるコーポレートファイ
ナンスの基礎から始まり、実務上必要となるデータ取得の方法や
ファイナンス理論の考え方などをトピック毎の講義で解説。
更にケースを通して参加者の方が自ら手を動かして学べるよう
バリュエーションモデルの構築手順までをビデオに収録。
題材ケース等の詳細についてはWebサイトをご覧下さい。

https://financial-modelling.jp/valuation-training/valuation-apply

*開催時期やキャンペーンにより価格が異なる場合がございます

https://financial-modelling.jp/valuation-training/valuation-apply


バリュエーション講座研修費用
(法人様向け)

研修作成費用 (10万円) + 5万円 / 時間*

研修内容の作成およびカスタマイズ料金 (10万円)
+ 時間当たり5万円での提供となります。

実施時間やスケジュールについてはご相談下さい。

*ビデオ録画をご希望の場合は10万円/時間



お問い合わせ

会社情報
東京モデリングアソシエイツ株式会社
〒100-0005
東京都千代田区丸の内 1-8-3
丸の内トラストタワー本館 20階
03-6822-5026
https://www.tokyomodelling.com/

お問い合わせ
contact@tokyomodelling.com

https://www.tokyomodelling.com/
mailto:contact@tokyomodelling.com


よくあるご質問

Q. 事前知識は必要ですか？

A.必須ではありませんが、簿記 3 級程度の会計の概念を理解していることを推奨します

Q. PC や Excel の操作が苦手でも大丈夫ですか？

A. PC の基本的な操作については不自由がないことが前提となります

Q. どのぐらいのレベルに到達できますか？

A. 一般的な事業会社の企業価値評価を独力で実施できることを目標としています

Q. どのぐらいのコンテンツ量が収録されていますか？

A. 平均30分 x 40本程度、約20時間の講義をビデオとして収録しています

Q. 不明な点のサポートはどうなっているのでしょうか？

A. 一般的なご質問については Slack 等で回答させていただきます




